
無無濁し濁ふんの無濁かっこーの無てん濁し無と拗その無無無無無無無 

□□ じ ぶ ん の□  がっこーの □てん じ □としょの□ 

拗そ濁たなわ、無よっつの無拗こーしつの無おくの無か濁へに無無無無 

しょ だなわ、□よっつの□きょーしつの□おくの□か べに□ 

おさまるほ濁としか無ありません。無無か濁すおの無あたまの無無無無 

おさまるほ ど しか□ありません。□□か ず おの□あたまの□ 

なかわ、無濁ほー濁たいな無拗ろーの無てん濁し無と拗そ濁か無無無無 

なかわ 、□ ぼー だ いな□りょーの□てん じ □としょ が□ 

はてしなく無ならん濁て無いる無よーす濁て、無いっ半はいに無無無無 

はてしなく□ならん で □いる□よーす で  、□いっ ぱいに□  

なりました。無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無 

なりました。 

無無＝そんな無と拗そかん濁か無ほしい！無無まいにち無あたらしい無  

□□（そんな□と しょかん が□ほしい！□□まいにち□あたらしい□    

ほんを無よん濁ても無よん濁ても、無よみきれないくらいの無てん濁し 

ほんを□よん で も□よん で も、□よみきれないくらいの□てん じ□ 

と拗そ濁か無あったらなあ＝無無無無無無無無無無無無無無無無無無無   

としょ が □あったらなあ）   

無無あこ濁かれ濁て無あたま濁か無いっ半はいに無なった無無無無無無 

□□あこ が れ で □あたま が □いっ ぱ いに□なった□ 

か濁すお濁てす濁か、無や濁かて無はっと無かおを無あ濁けました。無 

か ず お で す が 、□や が て□はっと□かおを□あ げ ました。 

無無＝そーか！無無ほしいなら無濁し濁ふん濁て無つくれ濁は無無無無  

□□（そーか！□□ほしいなら□  じ ぶ ん で □つくれ ば□   



いいじさ無ないか！無無そー濁たよ、無ないのなら無つくろー＝無無無 

いい じゃ□ないか！□□そー だよ、□ないのなら□つくろー） 

無無むねの無そこから、無濁しわ濁しわと無ちから濁か無わいて無無無 

□□むねの□そこから 、□じ わ じ わと□ちから が □わいて□  

きます。無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無 

きます。 

無無＝てん濁し無と拗そかんを無つくる無ーー。無無これこそ無無無無 

□□（てん じ □としょかんを□つくる□ ー 。□□これこそ□ 

濁ほく濁か無もとめて無いた無みち濁た。無無こんな無りっ半はな無無 

ぼ く が □もとめて□いた□みち だ 。□□こんな□りっ ぱな□ 

やり濁かいの無ある無し濁こと濁か、無あったじさ無ないか！＝無無無 

やりがいの□ある□しごとが、□あったじゃ□ないか！） 

無無そー無か濁すお濁か無かたく無おもいさ濁ためるのに、無無無無無 

□□そー□か ず お が □かたく□おもいさ だ めるのに、□ 

濁しかんわ無かかりません濁てした。無無無無無無無無無無無無無無無  

じ かんわ□かかりません で した。 
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